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研究成果の概要（和文）：　小学校の児童から大学生にいたる段階での危険認知の実態を様々な課題によって把握する
と同時に、教材を用いた授業実践を行った。特にKYTシートを使った大学の授業では、リスク発見を模擬的に行う個別
作業とグループワークにより授業後に熟練した指導者に近いリスクの保有傾向が認められた。また、道徳教育の視点か
ら災害時のジレンマ状況をもとに考える授業実践および授業案の作成を行った。
　日常とは異なるリスク下あるいは災害時に幼児・児童がルールに固執することなく柔軟な行動がとれることが望まれ
る。基礎的研究としてこの点を研究し、発達段階が低い場合ルールへの固執が起こることが示唆され、防災教育の課題
と考えられた。

研究成果の概要（英文）：Risk perception and skill of risk management were investigated from primary 
school pupils to university students with various tasks and classroom lessons using those materials were 
developed. It is clarified that individual exercise and group work using KYT sheets at university 
lectures improved students skill of risk management to some extent. Model plans for moral education were 
developed using “moral dilemma”. It is preferable that children flexibly adapted to the irregular 
situation under risk or natural disasters. As basic research, how children stick to the everyday rules 
was investigated and result clarified that children with low development stage tended to stick to the 
rules, which might be issue of disaster prevention education.

研究分野：リスクマネジメント
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１．研究開始当初の背景 
学校管理下の児童／生徒の傷害のうち、休
憩時間や部活動等主体的活動によるものは
どの校種でも概ね 50%を超える。リスクマ
ネジメントに関わる認知的プロセスや特徴
を発達的に明らかにすることで、危険予測
や主体的な意志決定スキルが効果的に高ま
り、傷害を防ぐ有効な教材開発が可能にな
ることが期待された。 
 
２．研究の目的 
 リスクマネジメントの考え方（リスクマ
ネジメント規格活用検討会、2010）を枠組
みとし、①児童生徒が潜在的危険の予測や
的確な意志決定に関してどのような認知的
特徴や課題を有するかを発達的に明らかに
し、②その知見を元に安全学習のための教
材および授業案およびその手引きを開発、
③その授業効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1)自然体験・学校教育場面での KYT シー
ト・学校の写真、その他模擬的な課題を用い
て、児童から大学生に至る様々な発達段階の
協力者の危険認知～リスクマネジメントス
キルの特徴について明らかにする。小学校
５・６年児童に対しては、非日常的である工
事中の学校の写真を見せどこに危険がある
かを指摘、また理由についても記述してもら
った。場面ごとの選択数を学年等で比較した。
KYTシートについては大学生を対象に実施。
授業の一環として、危険特定、分析・評価、
対応の模擬課題を個人およびグループワー
クで実施した。 
(2)発達心理学に基づく実験課題により、幼児
～大学生に至る、非日常的場面における日常
的ルールや日常的権威への固執の実態を明
らかにするため、個別面接や質問紙により非
日常場面と日常的ルールを提示し、従うべき
かどうかを明らかにした。また現実場面では、
地震に対する抜き打ち避難訓練での行動観
察と質問紙を２校各２回実施した。２回目で
は、一部のクラスに対して地震時に採るべき
行動についての事前授業を行い、その効果を
検討した。 
(3)災害時におこりやすいジレンマ状況（下校
中、年少の子どもに避難を促しに行くべきか、
自分がすぐに避難すべきか）に基づく道徳教
材によって、日常的な判断が有効ではない場
面における道徳的判断・行動を高める授業実
践とその効果を検討した。また年少の児童を
対象として、地震時に必要な定型的行動を確
実に実施できるような身体活動を伴う防災
教育授業を行った。 
 
４．研究成果 
(1)写真課題では学年差が明らかになり、６
年ではやや柔軟な危険認知ができることが
明らかになった。一方、KYT シートを使った
模擬的な危険認知～リスクマネジメントの

授業では、授業においてリスクへの考え方を
教示したりグループワークによって他者の
考えを聞き、グループの意見を調整する活動
によりリスク保有へとリスク対応の傾向が
変化したり、日常のリスクへの意識が高まる
などの効果が認められた。 
(2)児童では日常的なルールへの固執や日常
的権威に基づく決まり事への固執が認めら
れた。また避難訓練時の行動観察の結果から
は、２回計４校の観察によって「（遠くても）
自分の机に隠れる」という防災的には不適切
な行動が顕著に認められると同時に、頭や体
を守るという授業には一定の効果があるこ
とが明らかになった。 
(3)防災を活用した道徳授業の実践では、小
学校の道徳を主として、協力校で授業を多数
実施し、メディアの取材を受ける、その後の
継続した取り組みにつながるなどの評価を
得た。これらの成果をもとに、改善につなが
る効果測定に係わる分析などの基礎的作業
も行った。開発・改善にあたっては、欧米圏
の認知的道徳性の発達理論等の整理も行っ
た。 
これらの成果については、それぞれ関連
学会等で報告した。 
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